
納
付
通
知
書
を
７
月
11
日
に　
　
　
　

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以

上
の
人
や
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
一
定

の
障
害
が
あ
る
人
が
加
入
す
る
医
療
制

度
で
す
。
保
険
料
率
は
２
年
に
１
度
の

見
直
し
で
、 

今
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
納
付
通
知
書
を
７
月
11
日
㈫
に
発
送

予
定
で
す
。
原
則
、
保
険
料
の
納
付
は

年
金
か
ら
の
天
引
き
。
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
加
入
当
初
の
み
、
納
付
書
か
口

座
振
替
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振

替
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

問
健
康
保
険
課
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・

９
０
３
０
、
℻
０
９
４
２
・
３
０
・
９

７
５
１
）

８
月
か
ら
う
す
緑
色
の
保
険
証

　
現
在
使
用
し
て
い
る
桃
色
の
保
険
証

は
、
７
月
31
日
㈪
が
有
効
期
限
で
す
。

８
月
１
日
㈫
か
ら
は
、
う
す
緑
色
の
保

険
証
に
な
り
ま
す
。
医
療
機
関
を
受
診

す
る
と
き
は
、
確
認
し
て
窓
口
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
の
有
効
期
限
も
７
月
31
日
㈪
ま
で

で
す
。
８
月
１
日
㈫
以
降
も
対
象
に
な

る
人
に
は
、
新
し
い
認
定
証
を
７
月
下

旬
に
送
付
し
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・

９
０
２
９
、
℻
０
９
４
２
・
３
０
・
９

７
５
１
）

納
付
通
知
書
と

う
す
緑
色
の
保
険
証
を
発
送

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

８
月
か
ら
は
う
す
緑
色
の
保
険
証
で
す

　
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
は
「
知
る
／

み
る
／
考
え
る 

私
た
ち
の
劇
場
シ
リ
ー

ズ
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
演
劇
で

現
代
社
会
が
抱
え
る
課
題
を
表
現
し
、
社

会
に
関
心
を
向
け
る
き
っ
か
け
と
す
る

の
が
目
的
の
ひ
と
つ
。
今
秋
、
そ
の
第

3
弾『
イ
ミ
グ
レ
怪
談
』を
上
演
し
ま
す
。

　
本
作
は
、海
を
越
え
て
移
動
す
る
人
々

に
つ
い
て
描
い
て
き
た
劇
作
家
・
演
出

家
の
神
里
雄
大
（
岡
崎
藝
術
座
）
が
タ

イ
や
ラ
オ
ス
、
沖
縄
に
滞
在
し
て
構
想
。

昨
年
初
演
し
ま
し
た
。
焼
酎
の
ル
ー
ツ

演
劇
を
通
じ
て

社
会
に
関
心
を
向
け
る

s
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
公
演
『
イ
ミ
グ
レ
怪
談
』

を
求
め
て
タ
イ
、
ラ
オ
ス
へ
移
住
し
た

人
、
戦
後
、
沖
縄
か
ら
ボ
リ
ビ
ア
へ
移

住
し
た
祖
父
を
持
つ
人
、
な
ん
と
な
く

沖
縄
へ
移
住
し
た
若
者
。
時
代
も
国
も

さ
ま
ざ
ま
な
登
場
人
物
が
、
自
ら
や
家

族
が
選
択
し
た
移
住
に
つ
い
て
語
り
ま

す
。
観
客
は
旅
す
る
よ
う
な
感
覚
と
と

も
に
、
自
分
が
依
っ
て
立
つ
現
実
の
不

確
か
さ
を
感
じ
ま
す
。
終
演
後
に
観
客

と
語
り
合
う
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
。
■
日
時
９
月
２
日
㈯
17

時
～
、３
日
㈰
13
時
30
分
～ 
■

会
場
Ｃ

ボ
ッ
ク
ス 

■
料
金
全
席
自
由
一
般
３
５

０
０
円
、
25
歳
以
下
２
０
０
０
円
、
高

校
生
以
下
１
０
０
０
円 

■
チ
ケ
ッ
ト
販

売
７
月
８
日
㈯
10
時
～
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

総
合
受
付
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
販
売

問
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
☎
０
９
４

２
・
３
６
・
３
０
０
０
、
℻
０
９
４
２
・

３
６
・
３
０
８
７
）

神里雄大／岡崎藝術座『イミグレ怪談』
那覇文化芸術劇場なはーと�小劇場　撮影：大城亘

虐
待
を
防
ぐ
取
り
組
み

けがや事故を予防するポイントを全９回シ

リーズで紹介します。実践しましょう児童虐待
セーフコミュニティシリーズ⑦

問家庭子ども相談課
（☎0942･30･9208、FAX0942･30･9718）

　久留米市では子育てに不安や悩みを持
つ人などからの相談が増えています。令
和４年度の件数は平成30年度と比べて2.7
倍。相談窓口の周知が進んだことや児童
虐待に対する社会の関心が高まっている
ことなどが背景にあります。
　一方で核家族化やコロナ禍で周囲との
関わりが制限されたことで孤独を感じて
いる保護者も。不安やストレスが積み重
なると心に余裕がなくなります。少しで
も悩んだり困ったりしたら相談を。子育
て世帯が孤立しないようにするためには
周囲の人の寄り添う気持ちも大切です。

一人で悩まないで、周りを頼って一人で悩まないで、周りを頼って

心に余裕がないと感じたら

窓を開けて気分転換

すぐにできる予防策

悩んでいる人がいたら

声かけ・手助けを

【赤ちゃんふれあい体験】
中学生が乳幼児とふれあい、
命の大切さを知り、思いやり
の心を育みます

【新生児訪問への同行】
保健師の新生児訪問に主任
児童委員が同行し、保護者
と地域をつなぎます

　
７
月
３
日
㈪
に
久
留
米
大
学
御
井

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
「
つ
ど
い
の
広
場
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
３
歳
ま
で
の
子

ど
も
と
保
護
者
の
交
流
や
相
談
の
場
。

地
域
の
子
育
て
情
報
も
提
供
し
ま
す
。

子
ど
も
を
連
れ
て
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
や
子
育
て
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
広
場
に
は
子
育
て

経
験
が
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
。
同
大

で
保
育
士
を
目
指
す
学
生
も
関
わ
り
ま

す
。
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
子
育
て

の
不
安
や
疑
問
な
ど
気
軽
に
相
談
で
き

ま
す
。
■

開
設
日
時
年
末
年
始
と
祝
日

を
除
く
月
・
火
・
金
曜
の
10
時
か
ら
15

時
ま
で 

■
会
場
久
留
米
大
学
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー
つ
な
が
る
め
（
御
井
キ
ャ
ン

パ
ス
９
０
０
号
館
）
４
階

問
こ
ど
も
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
９
３
０
２
、

℻
０
９
４
２
・
３
０
・
９
７
１
８
）

久
留
米
大
学
つ
ど
い
の
広
場
オ
ー
プ
ン

子
育
て
相
談
も
気
軽
に

　子育ての悩みを相談するというと身構えて
しまうこともあります。ここでは同じ子育て中
のみなさんとおしゃべりしている中で、悩みを
打ち明けたり、共感したり。そこにスタッフが
アドバイスできることもあると思います。子育
て中の保護者の中には孤立を感じる人もいま
す。広場に来て日頃の息抜きやストレスを解消
してほしいですね。スタッフみんなで待ってい
ます。

ほっと息抜きできる場所に

つどいの広場スタッフ
竹野千文さん
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